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前々回からお話させていただいている「二
に

祖
そ

真
しん

教
きょう

上人
しょうにん

700 年御遠忌
ご お ん き

」の第三話です。 
前回号では、上記のご遠忌に向けて先行

せんこう

開催される様々な事前法要について簡単にご説明

させていただきましたが、その真教上人のご遠忌は 2019 年 10 月に、時宗総本山にて 5 日

間お勤めされる予定です。さて今回は、その 真教上人と神戸（兵庫津） について、

詳しくご説明させていただきます。 

 
さて皆さんは時宗

じしゅう

開祖
か い そ

「一遍
いっぺん

上人」はご存知だと思いますが、二祖真教上人（時宗で 2 番

目のお上人・現在は 74 番目）は、馴染
な じ

みがないのではないでしょうか。ところがその二祖

真教上人は、この神戸にとても所縁
ゆ か り

のあるお方なのです。 
まず一遍上人は 1289 年（正応 2 年）旧暦 8 月 23 日にその生涯を、現在の神戸市兵庫区（現

在の真光寺
しんこうじ

）で閉じられました。そしてその時一遍上人を一番身近で見送ったのが、真教

上人でした。しかし真教上人のその悲しみと動揺
どうよう

は収まることなく、数名の時衆（当時は

時宗ではありません）と共に、そこから北西の方角

にあたる丹生山
たんじょうざん

（現在の神戸市北区：下地図参照）

へ向かうことになります。それは、その地で念仏を称
とな

えながら臨終
りんじゅう

を迎え、一遍上人の後を追うと決心さ

れての行動でした。 
真教上人がいよいよその丹生山に分け入った時、そ

の山麓
さんろく

の北面側にあたる現在の淡河
お う ご

地域の領主・淡

河氏が、ちょうど真教上人を訪ねて南進してくる途

中で、偶然にもその山中で出会うことになります。
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そして喜んだ淡河氏は、望みであった『時衆の念仏札』を懇願
こんがん

しました。それを見た真教

上人は、一遍上人の念仏の御
み

教えを必要とする人々が亡くなった後もたくさんいることを

知り、一遍上人の後を追うことを思いとどまります。そして、一人でも多くの人々に一遍

上人のお念仏の御
み

教えを伝えるため、真教上人は時衆を再編成し遊行
ゆぎょう

の旅に出たことによ

り、時宗という宗派が続いていくことになるのです。このように「一遍上人の法灯
ほうとう

を真教

上人が継承
けいしょう

した場所」である神戸は、真教上人の足跡が現在も各所に残る地域なのです。 
 
【平成 31 年のお寺行事（3 月まで）】*４月以降は次号にてご案内させていただきます。 

月 日 行事 内容 

1 月 1~3 日 修正会 お正月の初詣の帰りには、是非ご先祖様にも新年

のご挨拶にお寺へお越し下さい。 

2 月 15 日 涅槃会・浄焚供養 
（非公開行事） 

*本年は浄焚供養を 

開催致しません。 

涅槃会とは、お釈迦様がお亡くなりになられた日

に行われる行事です。本年は、諸事情により浄焚

供養は行いませんが、供養物はお預かりさせてい

ただき新元号 2 年に供養致します。 

3 月 21 日 春彼岸墓参  午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 

24 日 春彼岸塔婆供養会 午後 2 時より、本堂にて。 

★変更等がある場合は、後日ご連絡させていただきますので、ご容赦下さいませ。 

        

 

〔編集後記〕 来年でいよいよ平成も最後の年になりますね。2 月ごろに新元号の発表と聞いていま

すが、いったいどのようなものに何になるのでしょうか。私は元号が変わる経験は人生で 2 回目に

なりますが、今回は生前退位ですのでなんだか不思議な気分です。と、まあ人生経験の豊富な皆さ

んを差し置いて偉そうなことを書いてしまいましたが、次の元号時代も笑顔の絶えない平和な国で

ありますよう、新年を迎えるにあたり皆様と共に祈りたいと思います。       合掌 
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